
国公大臣

第5グループからは
能登町避難所の支援も

2024
春闘

人
事
院
・
政
府
か
ら
最
終
回
答
引
き
出
す

人
事
院
は
春
闘
の
動
向
を
引
き
続
き
注
視

勧
告
期
に
向
け
闘
争
態
勢
の
堅
持
・
強
化
を
確
認

最終回答を求める交渉団

能登半島地震の支援ボランティ
アは、3月31日の第5グループ（写
真左）から能登町での避難所運営
支援を始めた。支援規模は4人か
ら8人と倍増。支援期間は5月末
までを予定している。
新たな支援先は、能登町立能都
中学校（写真右）の体育館に設置
された避難所。約60人の町民が避
難し、仮設住宅の完成を待つ。支

援者は1チーム4人。24時間交代
で運営支援にあたっている。
3月31日から避難所の任務に就
いたのは東京と神奈川の組合員。
4月6日からは新潟、広島、岡山
の組合員が就いている。被災地の
自治体職員の疲労は極限。負担の
軽減をめざす。
（2面に第3グループの支援者の
インタビュー記事を掲載）

河野太郎国公大臣川本裕子人事院総裁

公
務
員
連
絡
会
は
、
委
員
長

ク
ラ
ス
交
渉
委
員
が
3
月
19
日

に
川
本
人
事
院
総
裁
と
、
22
日

に
河
野
国
家
公
務
員
制
度
担
当

大
臣
と
2
0
2
4
年
春
季
要
求

に
関
わ
る
交
渉
を
行
い
、
春
の

段
階
に
お
け
る
最
終
的
な
回
答

を
引
き
出
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
公
務
員
連
絡

会
は
、「
こ
れ
ら
の
回
答
は
要

求
に
対
し
て
明
確
に
は
応
え
て

お
ら
ず
、
決
し
て
十
分
と
は
言

え
な
い
。
し
か
し
人
事
院
勧
告

を
基
本
と
す
る
賃
金
・
労
働
条

件
決
定
制
度
の
も
と
で
、
交
渉

過
程
に
お
い
て
、
各
課
題
の
現

段
階
に
お
け
る
関
係
当
局
の
考

え
方
や
進
捗
状
況
を
明
ら
か
に

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
春
の
段
階
に
お
け
る

交
渉
の
到
達
点
と
受
け
止
め
、

今
後
、
人
事
院
勧
告
期
に
向
け

闘
争
態
勢
を
堅
持
・
強
化
し
て

い
く
」
と
の
声
明
を
発
し
た
。

3
月
19
日
の
交
渉
で
人
事
院

の
川
本
総
裁
は
、「
本
年
の
民

間
の
春
闘
は
、
今
月
13
日
の
大

手
企
業
の
集
中
回
答
日
以
降
、

順
次
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
状
況
を
見
る
と
、

高
水
準
の
要
求
に
対
し
、
満
額

回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
例
が
見

ら
れ
る
。
今
後
、
大
手
企
業
の

妥
結
・
回
答
状
況
に
加
え
て
、

中
小
企
業
を
含
め
た
民
間
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
」
と

し
た
上
で
、「
俸
給
や
一
時
金

は
国
家
公
務
員
の
給
与
と
民
間

企
業
の
給
与
の
実
態
を
精
緻
に

調
査
し
た
上
で
、
そ
の
精
密
な

比
較
を
行
い
適
切
に
対
処
す

る
」
と
し
た
。
社
会
と
公
務
の

変
化
に
応
じ
た
給
与
制
度
の
整

備
に
つ
い
て
は
、「
検
討
作
業

に
当
た
り
、
引
き
続
き
職
員
団

体
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か

が
う
」
と
述
べ
た
。

非
常
勤
職
員
の
適
正
な

処
遇
確
保
に
取
り
組
む

3
月
22
日
の
河
野
国
公
大
臣

と
の
交
渉
で
は
、
河
野
大
臣
が

「
公
務
に
お
け
る
優
秀
な
人
材

の
確
保
の
た
め
、
国
家
公
務
員

の
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
」

「
非
常
勤
職
員
の
適
正
な
処
遇

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進

め
た
い
」「
自
律
的
労
使
関
係

制
度
に
つ
い
て
は
、
皆
様
と
誠

実
に
意
見
交
換
し
つ
つ
慎
重
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
」
な
ど

と
回
答
し
た
。

連
合
は
4
月
4
日
、
2
0
2

4
春
闘
の
第
3
回
回
答
集
計
を

報
告
し
た
。

平
均
賃
金
方
式
で
の
加
重
平

均
は
1
万
6
0
3
7
円
／
5
・

24
％
（
対
前
年
比
4
9
2
3
円

／
1
・
54
％
増
）。
2
0
1
5

春
闘
以
降
で
最
も
高
い
結
果
と

な
っ
た
。

こ
の
成
果

を
中
小
企
業

の
賃
上
げ
に

波
及
さ
せ
る

こ
と
、
夏
の

人
勧
に
反
映

さ
せ
る
こ
と

が
課
題
と

な
っ
て
い

る
。

過
去
最
高
水
準
の
回
答

まだまだあるで！「ありったけの現場力」
公営企業バージョン

豊中市上下水道局で撮影中
『
当
た
り
前
』を
支
え
る
力

現
業
職
場
の
リ
ア
ル
を
撮
っ
た

動
画
「
あ
り
っ
た
け
の
現
場
力
」

の
、
公
営
企
業
職
場
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
撮
影
が
進
行
中
だ
。

能
登
半
島
地
震
で
改
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
「
水
」
の
有
難
さ
。

蛇
口
を
開
け
れ
ば
水
が
出
て
く
る

の
は
「
当
た
り
前
」
じ
ゃ
な
い
。

豊
中
市
上
下
水
道
局
の
組
合
員

の
業
務
を
追
う
。
直
営
の
強
み
を

生
か
し
、
水
道
事
業
の
緊
急
・
夜

間
時
の
対
応
、
被
災
地
へ
の
災
害

派
遣
も
行
っ
て
い
る（
左
写
真
）。

メ
イ
ン
キ
ャ
ス
ト
は
入
職
6
年

目
の
職
員
・
長
井
一
樹
さ
ん
だ
。

5
月
中
旬
公
開
予
定
。

3月12～19日、石川県能登
町への行政支援で漏水調査
班の活動を実施（写真下右）。
撮影は3月16日。道路の断
裂や亀裂がある過酷な現場
だ。現業の「あり現」三部
作も公開中（左QRコード）

用務清掃給食

2024回答（2024年4月4日公表）
定昇相当込み賃上げ計

率

5.24％

4.69％

4.18％

4.83％

5.28％

5.27％

5.28％

額

16，037円

12，097円

10，235円

12，657円

16，363円

14，948円

16，622円

集計組合数
集計組合員数
2，620組合

2，370，728人

1，600組合
172，630人

867組合
40，459人

733組合
132，171人

1，020組合
2，198，098人

615組合
336，934人

405組合
1，861，164人

平均賃金方式

300人未満 計

～99人

100～299人

300人以上 計

300～900人

1，000人～

連合
春闘

ご意見
フォーム自治労HP
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２
号
機
原
子
炉
建
屋

１
号
機
原
子
炉
建
屋

２
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋

１号機
タービン建屋

100ｍ

S-6 断層

S-1 断層

S-2 断層

富山県

石川県

金沢

志
賀
原
発

ましやまひでひと

栃木県本部 増山秀人さん（給水）
やま だ がく

福島県本部 山田 楽さん（総合支援窓口）
くまがいあきひろ

宮城県本部 熊谷明寛さん（給水）
ひ かげともあき

岩手県本部 日蔭丈朗さん（総合支援窓口）

自治労支援ボランティアの第3グループは、3月16日に
現地入り。七尾市の「総合支援窓口」と給水車への給水
作業を支援した。この活動に参加した4人の支援者に、
参加の動機、被災組合員やこれらから支援に参加する組
合員への言葉を聞かせてもらった。

行政支援の
組合員にも
思いを馳せて

「3．11」の自治労ボランティアでは
福島県新地町の避難所支援に参加しま
した。そのときに被災者から頂いた感
謝と労いの言葉、温かいお気持ちが忘
れられず、支援行動の参加要請に真っ
先に手を挙げました。給水作業は、消防
団の経験があるのでお任せください。
栃木県からも行政支援で被災地に職
員が入っています。単組委員長ですの
で、勤務間インターバルの確保につい
て当局への申し入れなど、対応を図っ
てきたところです。

一歩踏み込み
市民に寄り添う
相談姿勢で

「3．11」は大学入学の年でした。震
災で、思い描いていた人生の変更を余
儀なくされたという思いはありました
が、そこで得られた経験が、今の自分
の中に生きているとも感じています。
総合支援窓口に来る被災市民の方に

は、形式的な説明ではなく一歩踏み込
んで、寄り添う姿勢での相談対応に努
めました。
県職員の自分は市民と直接接する機

会は少ないので、市町村の皆さんの仕
事ぶりに学ぶところが多いです。

メンタルヘルス
や自殺への対策
復興の後も

勤務先の仙台市若林区役所は、「3．1
1」の津波で2人の職員を失いまし
た。被災直後、被災者支援にあたる職
員には救援物資が渡らないことを自治
労に訴えたところ、膨大な支援物資が
届いたことは忘れられません。
いつか恩返しがしたくて、今回の支
援派遣に手を挙げさせてもらいました。
復興が一段落した後も仙台市ではメ
ンタル疾患や自殺者が相次ぎました。
そうしたことへの対策の必要性も、能
登の仲間に伝えていきたいと思います。

能登の被災地を
目に焼き付け
五感で感じて

「3．11」のときは仕事の出張先の釜
石市にいました。宮古市田老の自宅は
津波で流失。避難先の避難所の運営業
務に従事しました。
行政の支援、自治労ボランティアの

支援の恩返しがしたい。自分の被災体
験が少しでも能登の人たちの役に立て
ればと思い、参加しました。
全国から来る自治労の支援者には、

被災地で見たものを目に焼き付け、五
感で感じて欲しい。それが、必ず復興
につながります。

3
月
25
日
、
第

16
回
組
織
基
本
調

査
（
調
査
基
準

日
：
2
0
2
3

年
6
月
30
日
）

の
結
果
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
自
治

労
の
組
合
員
総
数

は
71
万
2
2
3
1

人
で
、
2
年
前
の

前
回
調
査
か
ら
3

万
4
7
9
0
人

（
4
・
7
％
）
の

減
少
。
加
盟
単
組
数
で
は
62
単

組
の
減
少
（
2
・
4
％
）。

組
合
員
総
数
の
減
少
ス
ピ
ー

ド
は
過
去
3
回
の
調
査
を
経
る

ご
と
に
速
ま
っ
て
い
る
、都
道
府

県
職
、県
都
・
政
令
市
職
な
ど
大

規
模
単
組
で
の
減
少
が
目
立
つ
、

新
規
採
用
者
の
加
入
率
の
低

下
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
組

織
化
が
進
ん
で
い
な
い
な
ど
の

課
題
が
浮
き
ぼ
り
に
な
っ
た
。

自治労第16回組織基本調査 結果

組合員3万4，790人減少

3
月
20
日
、
東
京
・
代
々
木

公
園
で
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
全

国
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
6
0
0
0
人
（
自
治
労
4

5
0
人
）
が

参
加
し
た
。

集
会
で

は
、
能
登
半

島
地
震
の
被

災
地
に
計
画

さ
れ
て
い
た

「
珠
洲
原

発
」
を
止
め

る
市
民
運
動

に
関
わ
っ
た

元
珠
洲
市
議
の
北
野
進
さ
ん
が

登
壇
。「
珠
洲
に
原
発
が
で
き
て

い
た
ら
、
今
回
の
地
震
で
多
く

の
人
が
被
爆
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
か
っ
た
」「
志
賀
原
発
の

再
稼
働
阻
止
、
廃
炉
（
2
0
1

1
年
か
ら
停
止
中
）
の
取
り
組

み
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

く
」
と
、
た
た
か
う
決
意
を
表

明
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
原
宿
の

表
参
道
を
デ
モ
行
進
し
、
道
行

く
人
に
脱
原
発
を
ア
ピ
ー
ル
。

歩
道
か
ら
は
デ
モ
隊
の
訴
え
に

呼
応
し
「
原
発
い
ら
な
い
！
」

と
応
え
る
若
者
や
外
国
人
観
光

客
も
い
た
。

響
け
「
志
賀
原
発
を
廃
炉
に
」

「
福
島
を
忘
れ
な
い
」
の
声

「福島を忘れない」「汚染水を流すな」
のプラカードも（写真）。志賀原発の
下には活断層が走る（左図参照）

志賀原発敷地内の断層

4月15日、じちろうモバイルをリニューアル。新
たに自治労のホームページに入口を設置し、組合員
が手軽にアクセスできるようになりました。
掲載コンテンツは、木村草太の連載「憲法をどう
活かすか」や水無田気流の「流体碩学」を掲載する
【自治労通信デジタル版】や、【じちろう裏ちゃん
ねる】と題した組合員限定の動画まとめページ、【各
県本部の機関紙】など。
更新情報は、自治労のSNS等でお知らせします。

〈アクセス方法〉
①ＱＲコードを読み取る
②パスワードを入力→「表示」をタップ
※ホームページ内のバナーからもアクセスできます。

『
お
い
し
い
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
ま
す
よ

う
に
』
で
第
1
6
7
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た

著
者
に
よ
る
受
賞
後
の
書
き
下
ろ
し
作
。

「
せ
っ
か
く
み
ん
な
ハ
ゲ
た
の
に
」
と
書
か

れ
た
帯
に
目
が
と
ま
り
、
表
紙
を
開
く
と
、

「
汗
を
か
く
と
、
は
げ
が
目
立
つ
」
と
の
一

文
か
ら
物
語
は
始
ま
る
。

そ
し
て
薄
毛
に
悩
む
主
人
公
が
ヘ
ア
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
冒
頭
か
ら
一
気
に
物
語

は
動
き
出
す
。

書
き
過
ぎ
れ
ば
ネ
タ
バ
レ
に
直
結
し
て
し

ま
う
の
で
と
て
も
も
ど
か
し
い
が
、
こ
れ
く

ら
い
な
ら
紹
介
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

髪
の
毛
が
根
こ
そ
ぎ
抜
け
る
感
染
症
。

一
般
的
に
（
？
）
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
テ
ー

マ
だ
け
に
書
評
も
書
き
に
く
い
が
、
狂
気
、

恐
怖
、
そ
し
て
小
説
な
ら
で
は
の
ユ
ー
モ
ア

な
ど
、
様
々
な
感
情
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

想
像
し
て
み
よ
う
。髪
の
毛
の
な
い
生
活
。

結
構
楽
チ
ン
。で
も
、こ
の
物
語
は
そ
れ
だ
け

で
は
終
わ
ら
な
い
。
伏
線
も
あ
り
、

最
後
ま
で
物
語
に
没
頭
で
き
る
。

芥
川
賞
受
賞
作
家
の
そ
の
後
は

色
々
あ
れ
ど
、
こ
の
著
者
は
、
し
ば

ら
く
注
目
し
て
い
た
い
と
思
わ
せ
る

一
作
。

（
橋
本
春
樹

大
阪
・
枚
方
市
職
）

「
め
生
え
る
」

高
瀬
隼
子

髪
の
毛
の
行
方UーNEXT

990円

さようなら
原発集会

「3．11」東北から能登へとつなぐ
支援と感謝、恩返しのこころ

自治労支援ボランティア第3グループインタビュー

じちろうモバイルがリニューアル
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